
７５歳以上の医療費窓口負担２倍化中止を求める意見書 

 

２０２１年６月、７５歳以上で所得が一定額を超える方の医療費窓口負担を１割から２割

に引き上げる法案が与党などの賛成で可決、成立したことにより、２０２２年１０月から医

療費窓口負担の２倍化が実施されようとしている。引き上げの対象となる高齢者は約３７０

万人で、一人当たりの負担増は平均年間約２万６千円にもなる。物価高騰や景気悪化、年金

削減という状況の中で行われる高齢者の医療費負担増は、医療の受診抑制をすすめ、健康悪

化をもたらすことになる。また、政府は、「現役世代の負担軽減」をあげているが、高齢者

の窓口負担２倍化による現役世代の負担軽減は一人当たり年間３５０円、１ヶ月あたり約３

０円の保険料軽減にしかならない。 

よって、町田市議会は、政府に対し、高齢者の健康と暮らしを守るために、税の再配分強

化などにより国庫負担増の財源を確保し、７５歳以上の医療費窓口負担２倍化実施の中止を

求めるものである。 

 

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 


